
OPECプラス増産観測で上値重い
NY原油先物相場は、1バレル=60ドル台前半でやや上値の重い展開になった。イスラエルがイラン核施

設の攻撃を計画中との報道を受けて一時64.19ドルまで上昇する場面も見られたが、需給緩和見通しを

背景とした戻り売り圧力が強く、週末に向けては61ドル台中盤まで下落する展開になった。石油輸出国

機構（OPEC）プラスが7月に日量41万1,000バレルの減産縮小（＝増産）を検討中と報じられたことで、

需給緩和リスクが一段と高まったと評価されている。2週間ぶりの安値を更新した。

米国とイランとの核協議は、順調に進んでいるとは言い難い。トランプ大統領は核合意が近く成立する

可能性に言及していたが、その後はウラン濃縮の放棄を巡って見解の違いが明らかになっており、早期

合意は困難との見方が改めて強くなっている。このタイミングで、米CNNは米情報筋の情報として、イ

スラエルがイラン核施設の攻撃を検討中と報じた。最終決定は下されていないともされているが、地政

学リスクの高まりが原油相場を一時的に押し上げた。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（5月16日時点）は、原油が前週比133万バレル増、ガ

ソリンが82万バレル増、石油精製品が58万バレル増となった。
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【現状確認】
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需給緩和見通しで上値重い、OPECプラスの動向に注目
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【展望】

需給緩和見通しから上値の重い展開が続く見通し。世界経済

の減速で石油需要の鈍化が警戒されるが、そのタイミングで

石油輸出国機構（OPEC）プラスの大規模な供給増が続く見

通しになっている。過剰供給見通しが原油相場の上値を圧迫

する展開が続きやすい。60ドルの節目を割り込むと、ファン

ドの売りが加速する可能性もある。

6月1日にOPECプラス主要8ヵ国は7月の産油計画を協議する。

5月と6月はそれぞれ日量41万1,000バレルの大規模な供給増

が行われるが、7月も同規模の供給増が合意される可能性が

高い。3ヵ月累計で123万3,000バレルもの供給増が実現すれ

ば、需給緩和圧力の発生は避けられない。

また、株高圧力が一服していることもネガティブ。5月16日

には、トランプ大統領が欧州連合（EU）との通商協議で譲歩

がみられなければ、6月1日から50%の関税を課すべきと述

べている。通商リスクの織り込みが再開されると、株安連動

の値下がりリスクが高まる。

イラン情勢は引き続き不透明感が強い。イランは、経済制裁

解除の場合には軍事目的のウラン濃縮を放棄する用意もある

としているが、米国は民生目的のウラン濃縮についても放棄

を求めている。イランは受け入れ不可能として反発している

が、米国とイランとの協議の進展状況、そしてイラン攻撃の

可能性が報じられているイスラエルの動向にも注目したい。

米石油リグ稼働数は急激な減少が続いている。過去4週合計

だと18基減の465基となっている。原油安でシェールオイル

の生産鈍化傾向が鮮明になると、原油相場の下落余地は限定

される。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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